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１．研究計画の概要 
 
本研究の目的は、睡眠覚醒・空腹満腹状態

など脳の内部状態に依存して、嗅覚神経系の
情報処理モードがどのように変動するのか
を見出し、それぞれの情報処モードの機能を
明らかにし、その変換の神経メカニズムを解
明することである。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
本研究は順調に進行し、現在までに以下の

６つの成果がえられた。 
 
（１）嗅球の樹状突起間シナプス抑制が覚
醒・睡眠状態に依存して変化し、徐波睡眠時
に増大することを発見した。 また、この覚
醒・睡眠状態に依存したシナプス抑制の制御
はアセチルコリン性の遠心性線維入力によ
って制御されていることが分かった。 
 
（２）深麻酔時や徐波睡眠時に、嗅皮質から
嗅球へむかってTop-down slow wave activity
か伝わることを見出した。 
 
（３）睡眠・覚醒状態の変動にともない、嗅
覚中枢神経系の各部位での情報処理モード
が協調して変換することを見出した。すなわ
ち、睡眠・覚醒状態の変動にともない、嗅皮
質における感覚ゲーテイングの大きさ、連合
性線維による興奮性シナプス入力の強さ、嗅
球の樹状突起間シナプス抑制の強さ、が協調
して変動することが分かった。 
 

（４）片鼻が詰まると嗅皮質は、それまでの
同側の鼻からの入力優位モードから対側の
鼻からの入力優位モードに数分で切り替え
るスイッチング機能を有することを発見し
た。左右の鼻腔はしばしば交替に詰まること
が知られているが、嗅皮質のこの機能により
嗅皮質ニューロンの一部はたとえ片鼻が詰
まっても入力スイッチを切り替え、外界の匂
い情報をモニターし続けることができる。 
 
（５）におい入力による特定の行動応答を媒
介する神経回路を見出した。その一つは捕食
動物のにおいに応答し忌避行動を引き起こ
すための神経回路で、嗅球背ゾーンのクラス
ＩＩドメインの糸球が含まれる。もう一つは、
食べ物の腐敗臭に応答し忌避行動を引き起
こす神経回路で、嗅球の背側ゾーンクラスＩ
ドメインの糸球が関与する。 
 
（６）においでトリガーされる脳の内部状態
の維持機構の研究を進め、僧帽細胞の持続応
答を担う神経メカニズムを見出した。 
 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
 上記２．の研究の進捗状況のとおり順調な
研究成果がえられており、また嗅覚スイッチ
ングの発見など予期していなかった成果も
えられた。 
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４．今後の研究の推進方策 
 
 今後２年間は上記の研究をさらに展開す
るとともに空腹・満腹状態による情報処理モ
ード変換にも重点をおく。 
また、睡眠中の Top-down slow wave 

activity の解析を進め、その機能的意義の解
析をすすめる 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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